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地域資源を活かしたまちづくりに貢献し、自活自立でき
る地域をめざして、石川県羽咋市で実践したこと 

★所長★ 尾上 誠一 

本日のご出席、誠にありがとうございます。 

本日の講演内容は、どの業種においても必
ず役に立つノウハウに溢れ、大変有意義な

内容となっております。 
ぜひ、ご活用ください。 

神子原地区の課題と対策 

空き農家農地情報 
鳥帽子親農家制度 
農産物のブランド化 
棚田オーナー制度 
簡単就農特区 
お神酒特区 
国・県の支援 
海彦・山彦計画 

マエストロの村計画 
・交流事業 

・インターン事業 
・バックアップ事業 
・マーケティング調査 

事業等活用 

対策 

①人口の半減（２０年で３７％の減少 
②高齢化 ５４％（限界集落H１７年） 

③農業後継者不足 
④耕作不利（急傾斜） 
⑤反収率６５％～７０％ 

⑥離村率の上昇 
⑦豪雪・地滑り地帯他 

⑧予算がない 

プラス要因 
・日経BP ９６年１１月 

美味しいお米ベスト１０
入り（３位） 

・石川県最大の棚田 
・クワイ生産量県１位 

・自然が豊か 
・携帯が通じない 

６０万円の予算がある！ 



２０１３年新春
特別講演会
主催：ユアブレーン
尾上会計事務所

新しい何かを始めようとしても、失敗することを恐れて初めの一歩が踏み出せず、
前例ばかりに縛られ、いい知恵も出てこない。そして誰も責任を取りたがらない。そんな
経験はありませんでしょうか？大事なことはとにかく「実行する」こと！

公務員という制約やしがらみの多い職に就きながら、一見無謀とも思える数々のプロ
ジェクトを成し遂げた“スーパー公務員”高野氏の行動力の秘訣を伝授いただきます。

1955年、石川県羽咋(はくい）市生まれ。
科学ジャーナリスト、テレビの企画・構成
作家として活躍後、1984年に羽咋市役所
臨時職員となり、2005年過疎高齢化が問題
となった同市神子原地区を、年間予算わず
か６０万円で立て直すプロジェクトに着手。
神子原米のブランド化とローマ法王への
献上、Ｉターン若者の誘致、農家経営の
直売所「神子の里」の開設による農家の高
収入化などで４年後に“限界集落”の脱却
に成功し、「スーパー公務員」と呼ばれる。

高野 誠鮮 氏
石川県羽咋市役所農林水産課

ふるさと振興係課長補佐

講師
たかの じょうせん

ジェクトを成し遂げた“スーパー公務員”高野氏の行動力の秘訣を伝授いただきます。

平成２５年１月２３日（水）
日時

【講演会】 １５：００～１７：２０（受付１４：３０～） 【懇親会】 １７：３０～１９：００

会場会場 【講演会】 姫路商工会議所 ２階大ホール 【懇親会】 ７階ホール
（定員 １５０名）

会費 【講演会】 ３,０００円 【懇親会】 ３,０００円




